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（１）市街地総合再生区域と重点地区の設定 

対象地区の将来像及びまちづくりの目標の実現に向けた市街地整備を効果的・効率的に進め

る区域として、新発田駅周辺及びメインストリートである新発田停車場線沿道を軸とした区域

を「市街地総合再生区域」として設定し、地域の特性を踏まえて、再開発手法や公的不動産の

活用、空き店舗、空きビルのリノベーション等により、市街地の再構築を図ります。また、再

開発手法の導入を推進する重点地区を設定します。 

 

■市街地総合再生区域と重点地区 

  

５ 市街地総合再生の方針 
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  ■重点地区の設定理由 

名 称 設定理由 

駅東地区 ⚫ 駅前複合拠点に位置する重要な地区で、駅東側への交通結節点となって

いる。 

⚫ 低未利用地があり、駅前のポテンシャルを活かした土地の有効・高度利

用が求められる。 

⚫ 民間による再開発の構想があり、早期事業化の可能性がある。 

駅西地区 ⚫ 駅前複合拠点に位置する重要な地区である。 

⚫ 低未利用地があり、イクネスしばたや県立新発田病院の立地を背景とし

た生活利便性、駅周辺のポテンシャルを活かした土地の有効・高度利用

が求められる。 

⚫ 民間による再開発の構想があり、早期事業化の可能性がある。 

中央町Ａ地区 ⚫ まちなか複合拠点に位置する重要な地区である。 

⚫ 旧耐震の中高層建物があり、防災上の観点から更新が求められる。 

⚫ 隣接する「ヨリネスしばた」と一体的な賑わいの創出が求められる。 

⚫ 民間による再開発の構想があり、早期事業化の可能性がある。 

中央町Ｂ地区 ⚫ まちなか複合拠点に位置する重要な地区である。 

⚫ 旧耐震の中高層建物があり、防災上の観点から更新が求められる。 

⚫ メインストリートにおける歩行者の増加など賑わい創出に寄与すると考

えられる。 

中央町Ｃ地区 ⚫ まちなか複合拠点に位置する重要な地区である。 

⚫ 近年、建物が除却され、低未利用地となっており、土地の有効・高度利

用が求められる。 

⚫ メインストリートにおける歩行者の増加など賑わい創出に寄与すると考

えられる。 

⚫ 街なみ環境整備事業が行われている新発田川に面しており、「水のみ

ち」形成と連携した市街地環境の向上に寄与すると考えられる。 
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（２）重点地区の整備方針 

重点地区において、再開発手法を活用した建築物等の整備を進め、都市機能の更新・充実を

図ります。また、重点地区外においても、地権者等の建物更新に対する意欲の高まりに応じて、

再開発手法を活用した建築物等の整備を促進します。なお、整備方針を定めるもので、具体的

な事業実施が確定されているものではありません。 

 

 １）駅東地区 

現状・課題 ⚫ 用途地域は準工業地域であり、新発田駅東交通広場の北側に位置する空

き地等の低未利用地となっている。 

⚫ 地区周辺は、戸建て住宅地としての利用がなされ、南側は、新発田駅東

土地区画整理事業（昭和54～平成８年）が施行されている。 

⚫ 近隣では交通広場の南側に７階建ての分譲マンション（平成４年竣工）

が立地している。 

⚫ 駅前のポテンシャルを活かした土地の有効・高度利用が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト ⚫ 駅近の利便性を活かした駅周辺に魅力をもたらす「まちなか居住」のモ

デル 

整備方針 ⚫ 共同住宅を核に商業等の生活関連施設を整備する。 

⚫ 開発と併せた公共空間の創出を誘導するほか、敷地内における緑地等を

創出する。 

⚫ 周辺との調和に配慮した建築物等のデザインを誘導する。 

想定される整備手法 ⚫ 市街地再開発事業 

⚫ 優良建築物等整備事業 など 

 

重点地区 

新発田駅東土地区画整理事業区域 

分譲マンション 

（７階建） 

新発田駅東交通広場 
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２）駅西地区 

現状・課題 ⚫ 用途地域は商業地域であり、新発田駅から500ｍ圏内に位置している。 

⚫ 新発田停車場線沿道は老朽化した低層の商業店舗が立地し、その内側の

宅地は平面駐車場であるなど低未利用地となっている。 

⚫ 地区周辺は、県立新発田病院、新発田駅前複合施設「イクネスしばた」

が整備され、街のイメージが向上している。 

⚫ 駅前のポテンシャルを活かした土地の有効・高度利用が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト ⚫ 駅近の利便性を活かした駅周辺に魅力をもたらす「まちなか居住」のモ

デル 

整備方針 ⚫ 共同住宅を核に商業等の生活関連施設を整備する。 

⚫ 開発と併せた公共空間の創出を誘導するほか、敷地内における緑地等を

創出する。 

⚫ 周辺との調和に配慮した建築物等のデザインを誘導する。 

想定される整備手法 ⚫ 市街地再開発事業 

⚫ 優良建築物等整備事業 など 

 

  

  

イクネスしばた 

駐車場 

駐車場 

駐車場 

県立新発田病院 

イクネスしばた 

重点地区 
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３）中央町Ａ地区 

現状・課題 ⚫ 用途地域は商業地域であり、南側は新発田停車場線に面し、旧ハヤカワ

デパート、銀行、店舗、住宅が立地している。 

⚫ 新発田市役所の新築移転として整備された「ヨリネスしばた」及び交流

施設である「札の辻広場」に隣接しているほか、周辺には健康長寿アク

ティブ交流センター（あおり館・きやり館）や業務ビル（NTT東日本新

潟）が立地している。 

⚫ 旧ハヤカワデパートは６階建ての旧耐震建物であり、老朽化により壁面

の崩落等の課題があるほか、地震時には倒壊のおそれがあり、建物の更

新が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト ⚫ 多世代の交流・居住の核となる新たなまちのランドマーク 

整備方針 ⚫ 賑わいを創出する物販・飲食等の商業施設や銀行等の業務施設（従前立

地の用途含む）、まちなか居住の場となる共同住宅を整備する。 

⚫ 上層階のセットバックなど、隣接する新発田市役所（ヨリネスしばた）

をはじめ、周辺の商店との調和に配慮した建築物等のデザインを誘導す

る。 

⚫ 建物玄関口（敷地内）へのバス停の移動など、バス利用者の利便性を高

めるとともに、バスベイの機能を確保する。 

⚫ 歩行者の滞留空間を確保するため、新発田停車場線側において、広場ス

ペースを整備する。 

想定される整備手法 ⚫ 市街地再開発事業 

⚫ 優良建築物等整備事業 など 

 

  

  

旧ハヤカワ 

デパート 新発田市役所 

（ヨリネスしばた） 

NTT東日本

新潟 

市役所 

駐車場 

あおり館 きやり館 

重点地区 
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４）中央町Ｂ地区 

現状・課題  用途地域は商業地域であり、南側は新発田停車場線に面し、旧シバタレ

ジャー会館や商店が立地している。 

 北側は新道・掛蔵と呼ばれた古くからの歓楽街であり、現在も飲食店が

集積する（地区内には老舗の飲食店も立地）。 

 旧シバタレジャー会館は６階建ての旧耐震建物であり、老朽化により壁

面の崩落等の課題があるほか、地震時には倒壊のおそれがあり、建物の

更新が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト  古きよき賑わいとの調和がとれた交流・居住の拠点施設 

整備方針  新道・掛蔵の風情を感じさせる物販・飲食等の商業施設やまちなか居住

の場となる共同住宅を整備する。 

 新道・掛蔵地区のまちづくりとの調和のとれた建物高さや建物形態を誘

導する。 

 歩行者の滞留空間を確保するため、新発田停車場線や栄町通り沿いに、

広場スペースを整備する。 

想定される整備手法  市街地再開発事業 

 優良建築物等整備事業 など 

 

 

  

  

重点地区 

旧シバタ 

レジャー 

会館 
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５）中央町Ｃ地区 

現状・課題 ⚫ 用途地域は商業地域であり、北側は新発田停車場線に面し、以前は５階

建ての建物が立地していたが、現在は取り壊され、未利用地となってい

る。また、商店や空き店舗が見られる。 

⚫ 南側は新発田川に面し、赤穂浪士として名高い堀田安兵衛に由来する武

庸橋があるほか、街なみ環境整備事業により、親水広場の整備計画があ

り、水辺を活かした空間形成が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト ⚫ メインストリートと水のみちをつなぐ商業・業務・居住の複合施設 

整備方針 ⚫ 賑わいを創出する物販・飲食等の商業施設や川面を眺めながら仕事がで

きるコワーキング等のまちなか業務施設、まちなか居住の場となる共同

住宅を整備する。 

⚫ メインストリートと新発田川の両サイドに顔を向けた施設とするととも

に、新発田川沿いの敷地は、水のみち整備と協調したデザインとする。 

⚫ 歩行者の滞留空間を確保するため、新発田停車場線と新発田川をつなぐ

広場空間を整備する。 

想定される整備手法 ⚫ 市街地再開発事業 

⚫ 優良建築物等整備事業 

⚫ 街なみ環境整備事業（水のみち地区） など 

 

  

未利用地 

駐車場 
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（３）計画の実現に向けた取組 

リノベーションや再開発手法等を活用した都市機能の更新・充実を進めるためには、市民や

地権者、商店街、企業など多様な関係者の理解と協力が不可欠となります。このため、関係者

のまちづくりに対する関心や理解の醸成を図りながら、官民連携によるまちづくりを進めます。 

また、本市には、まちづくり会社が数社設立されるなど、まちづくりの担い手が育ちつつあ

ることから、再開発事業と併せて、まちの魅力や価値の維持・向上活動に取り組むエリアマネ

ジメントの仕組みづくりを進めます。 

さらに、１年間に発生する床需要には一定の限度があり、過剰な床供給を回避するため、市

街地再開発事業の事業化については、複数の市街地再開発事業が同時的に進行する場合のスケ

ジュール調整など、行政が積極的に関与します。 

■官民連携によるまちづくりのイメージ

⚫ まちづくりの機運醸成、検討組織の

立ち上げ

⚫ 市街地再開発事業や優良建築物等整

備事業の実施による土地の有効・高

度利用や滞留空間等の創出

⚫ 賑わい創出や居住人口の回復に資す

る都市機能の整備や誘致

⚫ 地域の居住環境、魅力、防災性等を

高める建物や機能への更新

⚫ 公共空間を活用した賑わい創出や良

好な街なみ環境の維持保全などエリ

アマネジメント活動の実施

⚫ 市民主体のまちづくり活動への支援

⚫ 市街地再開発事業や優良建築物等整

備事業に関する情報提供、技術的な

助言、合意形成支援、補助金交付

⚫ まちづくりに必要な都市機能に関す

る情報提供

⚫ 建物更新と併せた良好な街なみ景観

の誘導

⚫ 街なみ環境整備事業等による回遊空

間の形成

⚫ エリアマネジメント活動の担い手の

組織化や活動財源の確保支援

⚫ 重点地区間における事業化の調整

民間の役割 行政の役割 

連携 

再開発手法等を活用した都市機能の更新・充実 


